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1 はじめに

近年，クラウド環境を利用する組織や企業が増加して

おり 1) ，今後，企業を中心として IT環境は大きく変動

することが予想される．クラウド基盤や監視，シンクラ

イアントに関する研究 2, 3) や，実際にプライベートク

ラウドを構築し，環境を評価する研究 4, 5) も盛んに行

われている．

これらの研究報告は比較的大規模な組織にクラウドを

導入したものであり，利用者がクラウドを利用すること

による効果と，クラウド運用時の管理に関する部分に焦

点を当てたものが多い．また，クラウドの利用用途を指

定しているものが多く，ユーザが自由に利用できる環境

での検証は行われていない．

そこで，クラウドが導入されていない小規模な組織に

おいて，ユーザが自由に利用可能なプライベートクラウ

ドを構築し，ユーザの利用動向を調査することを考えた．

本研究報告により，小規模な環境におけるクラウドの導

入効果および，プライベートクラウドの新たな利用方法

を模索する．

2 プライベートクラウド

クラウドには大きく分けて，外部からアクセスして利

用するパブリッククラウドと，組織内にクラウドを構築

し，内部からのみアクセスできるプライベートクラウド

がある．プライベートクラウドでは組織内に物理リソー

スを設置するため，管理・運用面でコストがかかるが，

組織内部の要求に迅速に対応できる特徴がある．また，

外部に公開できないデータを利用しやすい，組織内から

のアクセス速度が速いという特徴がある．

クラウド上では，ソフトウェアでハードウェアを定義

した仮想マシンが動作している．仮想マシンには，通常

の物理マシンと同様に，CPUや NIC，HDDといった

リソースが割り当てられる．

3 実験環境

我々の研究室では，ノンテリトリアルオフィスについ

て研究している．ノンテリトリアルオフィスとは，テリ

トリーのないオフィス，すなわち個人専用の席をもたな

いオフィス計画手法の総称である．2012年 1月に研究

室が改装され，Fig. 1に示すような環境となった．個人

毎に割り当てられた固定 PCはなく，帰宅時にはすべて

Fig. 1 ノンテリトリアルオフィスを導入した研究室

の荷物を片付ける．

4 プライベートクラウドの構築

4.1 利用前アンケートの実施

プライベートクラウドを構築するにあたり，研究室全

体で必要なリソースを見積もるため，研究室のメンバー

に利用前アンケートを実施した．主なアンケート項目は，

クラウド環境への興味，利用中の PCのスペック，利用

用途，利用予定の仮想マシン数である．利用目的を想定

することにより，システムの構成を考慮し，ユーザの利

用方法に合ったシステム構成を決定した．また，ユーザ

の利用環境によってプライベートクラウドの利用頻度が

異なるか分析するため，ユーザが現在どのような環境を

利用しているかを調査した．アンケート回答者数は 32

名であった．

クラウド環境への興味については，「ある」「ややある」

と回答した人が 80%を超えており，使う必要がないユー

ザについても，利用する可能性があることが示唆された．

仮想化ソフトウェアの利用者は 50%程度であり，半数

程度の利用者は仮想環境への不安はあまり大きくないと

推測できた．

仮想マシンの利用予定数についての回答は，0-2台が

26名，3-5台が 4名，6-10台が 2名であった．この結果

より，仮想マシンの稼働可能数は 100台程度であると推

測できた．

4.2 クラウドの構築

事前アンケート結果より，100台程度の仮想マシンが

動作するように構成する必要があることが推測できる．
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1台の仮想マシンに 1GHz分の CPUと 1GB分のメモ

リを割り当てた場合，100GHz分の CPUと 100GB分

のメモリが必要となる．そのため，Table 1に示す機器

を用意した．

仮想マシンに割り当てる IP アドレスが既存の LAN

では十分に確保できないため，プライベートクラウド用

にクラスBの LANを構築した．既存の LAN内からは，

ゲートウェイサーバを経由してアクセスする．

ストレージは，Ubuntu12.04.1 LTSで NFSサーバを

構築し，2TBのHDD4台を用いてRAID10を構成した．

なお，RAIDはソフトウェアRAIDで構築し，保存領域

として利用可能な容量は 4TBである．計算ノードには

CentOS6.3の 64ビット版を利用し，クラウド基盤ソフ

トウェアとして CloudStack4.0をインストールした．

クラウド環境の構築後，利用方法に関するゼミを実施

した．参加は自由とし，同じ内容のものを 2度実施した．

5 評価

5.1 利用後アンケートの実施

利用者がどのような用途でプライベートクラウドを利

用しているのか，また，快適に利用できているかどうか

を調査するため，プライベートクラウドを 2ヶ月間利用

した上でアンケートを実施した．また，プライベートク

ラウドを利用していない人に関しても，利用しなかった

理由について調査した．その理由が運用者側にある場合，

その点を改善することにより，プライベートクラウドを

利用することによる利益を，利用していなかった人を含

め，組織全体で得られる．

アンケート結果からは，プライベートクラウド利用者

からはプライベートクラウドを利用したことによる利点

があった，という回答結果が多かった．一方で，研究室

全体を対象とした講習会のような場を設けて欲しいとい

う意見も見られ，利用者からも，ゼミがなければおそら

く使用していなかった，という声も聞かれた．実際に利

用したら予想以上に便利だった，という声もあり，ゼミ

や講習会の重要性が明らかになった．

5.2 ログ解析

利用ログより利用者の CPU使用率やメモリ使用量を

調査し，構築したプライベートクラウド環境が適切であっ

たかどうかを調査した．CloudStackでは，管理サーバ

Table 1 プライベートクラウドの構成機器

用途 CPU 周波数 スレッド数 メモリ容量 台数

管理サーバ i5-2420M 2.3GHz 4 4GB 1

ストレージサーバ i7 3770 3.4GHz 8 32GB 1

計算ノード i7 3770 3.4GHz 8 32GB 3
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Fig. 2 全体の CPU使用率（最大 300%）

からログ取得時点での各仮想マシンの状態を取得するこ

とができる．そこで，ログ情報を 10分毎に取得し，デー

タベース化した上で，各ユーザの CPU使用率やメモリ

使用量を算出した．全体のCPU使用率をFig. 2に示す．

なお，計算ノードは 1台分のリソースを 100%としたた

め，最大値は 300%である．

5.3 ユーザの利用動向

利用前アンケート，利用後アンケート，およびログ解

析結果をもとに考察を行った．プライベートクラウドの

導入時は，利用方法に関するゼミを実施したため，初期

段階ではある程度のユーザの利用がみられた．

ログ解析結果から，ゼミの実施以降にアカウントを作

成した人も少数おり，他の人が使っているところを見た

り，口コミにより利用を開始するユーザがいることが推

測された．CPU使用率の推移からも，計算用途での利

用が推測できた．

プライベートクラウドを頻繁に利用しているユーザへ

のヒアリング調査では，仮想環境なので利用の敷居が低

く，リスクも小さいため，環境を破壊する可能性のある

操作も気軽にでき，OSの構成に関する知識がついたと

いう声が聞かれた．また，全体としてプライベートクラ

ウド利用者のPCスキルが向上している傾向がみられた．
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